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福島県防災士会 平成29年度通常総会

去る7月 23日 (日 )に二本松市の福島県男女共生センターの第3研修室に

おいて、特定非営利活動法人福島県防災士会の平成29年度通常総会が

開催されました。

総会に先立ち、藁谷理事長より1月 に行われた臨時総会以降に、NPO
法人化による認証と登記が完了したことの報告を受けました。その後、

その後に、議事に入り平成28年度の事業活動報告、会計及び監査報告を

確認し、審議事項の第 1議案から第7号議案まで滞りなく了承を得ました。

第6号議案で役職者(方部長、副方部長、専門部長、副部長、幹事、地区班長

、副班長)に就任された方は、今後2年間の任期中ご協力をお願いいたします。

また、会員k皆様においては、事務局や方部長から案内される各地区の訓
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理事長挨拶を行う藁谷理事長  議長を藁谷理事長を選出し、議事録署名人を菅野監事と軍司監事の2名を
選出して総会が始まりました。

御来賓として、福島県危機管理部災害対策課から友課長の御臨席を賜り、

御挨拶をいただきました。友課長より、県の主催する総合防災訓練や避難行

動要支援者避難訓練、自主防災活動促進事業等で協力していることに感謝の

言葉を頂戴いたしました。また、いろいろなところで大きな災害が発生し、地域

議案を説明する小山理事
での防災力向上に防災士の力が必要であり、今後も活躍してほしいと激励を

いただきました。
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閉会の挨拶を行う樋口副理事長 練や勉強会等に積極的に参加されて、技術・技能の研鑽を図つてください。

6月 24日 (土)に東京都千代田区の星陵会館ホールに
●

おいて、NPO法人日本防災士会平成29年度の通常総
会が開催されました。その中で役員改選があり、松尾

理事長が就任し、副理事長も3人となり新体制が発足し

ました。浦野前理事長は会長に就任されました。

また、当会の藁谷理事長は、常任理事で復興支援担当
松尾新理事長と藁谷常任理事  )甫野会長と藁谷常任理事

会員の皆様も引き続き支援金の募金活動を始め、復旧・復興活動にご協力をお願い致します。
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日本防災士会会員の活動理念
第 1.日本防災士会会員(以下「会員」という)は、地域防災力の向上に努め、防災協働社会の実現に寄与することを

活動の基本理念とする。

第2.会員は、地域の防災活動に参画し、災害の事前対策、応急対策(復旧・復興活動を含む)等、地域の防災活動
計画の策定・実施に関し、指導的役割を果たすものとする。

そのために、次の事項に積極的に取り組むものとする。

1 会員相互のネットワークを構築し、協力関係を確立する。
2地域防災活動のリーダーにふさわしい防災知識・技能の研鑽に努めること。
3自治体と緊密な連携を図ること。

『日本防災士会(本部)平成29年度通常総会開催される』

に就任されました。被災地支援としての復旧活動以外に復興支援活動にも力を注ぐことになります。



去る8月 27日 (日 )に福島県警察機動センター、陸上自衛隊福島駐屯地、福島県消防学校を会場に開催

されました。当会からは、県北口県中地区より8名の会員が参集し、避難所運営訓練に参加いたしました。

訓練では、段ボールベットの組立て方や使い方について、一般参加者や小中学生たくさん来場されて、

最終的には500人以上に説明を行いました。内堀知事も長時間に渡り、大槻方部長の説明をお聞きに

なつておりました。 今後も、いろいろな地区で訓練等が開催されると思いますが、積極的に参加され、

ヽ
防災士と福島県防災士

会の知名度アップに貢献

して頂けるようにお願い

致します。
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段ボールベットの

説明を聞く内堀知事

説明をする大槻方部長と

長岡方部長

訓練L参加_した会」ヨ_:ゴ麦冽左より本田さん、宇佐見さん、大槻さん
松本さん、鈴木さん、長岡さん、前列左より藁谷さん樋口さん

『秋田県・北九州豪雨災害被災地支援活動について』

7月 5日に発生した北九州豪雨被害と7月 22日 に発生した秋田県豪雨被害において、会員の皆様にお願

いしておりました支援金の募金を各地にお渡しいたしました。会員の皆様からは60,000円 が集まり、会の運

営費より20,000円 を加えて、80,000円 の支援を 曇
行いました。8月 2日 に、秋田県の渡辺支部長に

45,000円 と8月 18日 には、本部理事会において
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宮下九州支部連絡協議会長に35,000円 をお渡し

することができました。今後も遠隔地に対する

災害支援は、支援金の募金活動で進めてまい

ります。引き続きご協力をお願い致します。

■

渡辺支部長に支援金を渡す

藁谷理事長

宮下九州支部連絡協議

会長と藁谷理事長
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『各地で開催される勉強会』

4月 22日 (土)県北と県中の合同勉強会が郡山市安積総合学習センターで行われました。「防災講座を

開催するには」と題して、災害想定ゲーム(DIG)と避難所運営ゲーム(HUG)などについて学びました。

また、6月 17 日 (土 )にはいわき方部 強会が、いわき市健康・福祉プラザゆつたり館の研修室で開催

されました。佐藤方部長が「いわき市内の指定避難所について」、緑川副班長が「いわき市内の地盤につい

て」講話を行いました。今後も、各地て勉強会を開催していきます。お近くの勉強会に是非ご参加ください。
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避難所運営ゲームを行う

県北口県中合同の参加者
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県北・県中合同で開催され

た勉強会に参加した会員

いわきの勉強会で司会を

担当した佐藤方部長

いわきの勉強会風景

講話中の緑川副班長
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会員の皆様へ :会員様各個人で活動したり、地域で行われる行事に参加したときは、その行事の内容と写真を

添えて支部長または、事務局長へ連絡するか、事務所にFAX(0246-26-8896)し て下さい。
Eメールの場合は、支部長宛 t_waragal…bousaisi_19617@yahoo.co.jpへ 直接送ってください。

皆様の活動状況を記録し、会員の方に知つていただくチャンスです。ご連絡をお待ちしております。
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